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申
請
萎
縮
招
く
確
認
カ
ー
ド

論論
点点

大
口
耕
吉
郎

全
大
阪
生
活
と
健
康
を
守
る
会
連
合
会　

会
長

大
阪
市
生
保
行
政

技
工
士
97
％
が
代
替
も

人工知能の未来５

どうなるどうなる

休 業 保 障保険医年金保険医年金 病気やケガでの休業に安心保障！

①最長730日の長期保障！
②掛金が満期まで変わりません！
③掛け捨てではありません！
④自宅療養、代診をおいても給付！
⑤再発や後遺症にも何度でも給付！
⑥所得補償保険との重複受給ＯＫ！

自
宅
療
養
が
長
期
化
す
る
中

保
険
医
に
最
適
な
保
障
制
度

【加入日】　2018年４月１日
【加入申込資格】
① 加入日現在健康で１つの主たる医療機関等で週４日以上かつ週
16日時間以上で業務に従事している。

② 59歳（昭和33年６月２日以降生まれ）までの保険医協会会員
で、約款に同意できる保険医。

注）現在、健康に異常のある方は原則として加入できません。

★保険医年金・休業保障のお問合せは、大阪府歯科保険医協会／共済部 ㉓06-6568-7438 まで
【お願い】共済制度の普及のため訪問活動を行う受託生保会社（三井・富国）の職員は「普及・募集社員証」を携行しています。医院を伺った際はご確認の上、面談いただきますようお願いいたします

予
定
利
率 

１・
２
５
９
％

昨
年
度
配
当
実
績 

１・
３
６
１
％

（締切日：年金10/25休保12/31まで）

年金
休保受付中‼

※ ここでご案内しました内容は、制度概要を説明したものです。ご加入条件、
お支払い条件等については、パンフレット・申込書等を必ずご確認ください。

着実な老後設計に一時払も好評です！着実な老後設計に一時払も好評です！

「一時払」「一時払」
２口100万円を２口100万円を
預けると　　預けると　　

加入期間 元利合計
５年 1,036,600円
10年 1,098,600円
15年 1,164,200円
20年 1,233,800円

満74歳までの協会会員
※月払増口、一時払申し込みは満79歳まで

●月払い：１口１万円（通算30口まで）
●一時払：１口50万円（毎回40口まで）

2018年１月１日

加入資格

加入口数

加 入 日

保険医年金保険医年金

保険診療保険診療

知知っとくっとく！！
なっなっ得得！！

　

大
阪
市
が
生
活
保
護
利
用

者
に
写
真
付
き
の
「
確
認
カ

ー
ド
」
を
発
行
し
て
い
る
こ

と
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

確
認
カ
ー
ド
の
作
成
は
「
任

意
」
で
世
帯
ご
と
に
１
枚

だ
。
保
護
利
用
者
の
顔
写
真

は
あ
る
が
氏
名
は
な
く
、
数

桁
の
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い

　

「
個
人
情
報
保
護
法
」
が

改
正
（
２
０
１
７
年
５
月
）

さ
れ
、
患
者
が
カ
ル
テ
開
示

請
求
し
た
場
合
に
備
え
、
料

金
や
書
式
な
ど
に
つ
い
て
適

切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。速

や
か
な
対
応

　

改
正
「
個
人
情
報
保
護

法
」
は
取
り
扱
う
個
人
情
報

の
件
数
に
関
わ
ら
ず
、
全
事

業
所
に
適
用
さ
れ
る
。
こ
れ

ま
で
も
、
歯
科
診
療
は
民
法

上
の
〝
準
委
任
契
約
〞
の
た

め
、
カ
ル
テ
開
示
請
求
に
は

原
則
的
に
応
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
が
、
請
求
方
法

・
書
式
・
手
数
料
な
ど
を
あ

ら
か
じ
め
定
め
、
問
い
合
わ

せ
に
速
や
か
に
対
応
す
る
こ

と
が
い
っ
そ
う
要
請
さ
れ

る
。

　

患
者
が
カ
ル
テ
開
示
請
求

す
る
場
合
は
、
民
間
保
険
へ

の
請
求
に
要
す
る
な
ど
患
者

側
都
合
に
よ
る
ケ
ー
ス
か
、

治
療
や
医
療
者
へ
の
不
満
か

ら
医
療
機
関
と
の
信
頼
関
係

が
崩
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
考

え
ら
れ
る
。

　

正
当
な
理
由
な
く
開
示
を

拒
め
ば
、
不
信
感
を
助
長
し

証
拠
保
全
や
文
書
提
供
命
令

な
ど
法
的
手
段
に
訴
え
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
い
ず
れ
の

場
合
も
、
カ
ル
テ
開
示
請
求

に
は
速
や
か
な
対
応
が
大
切

で
あ
る
。

日
々
の
カ
ル
テ
記
載

　

そ
の
た
め
に
も
、
日
頃
か

ら
記
載
が
求
め
ら
れ
て
い
る

事
項
に
つ
い
て
確
実
に
速
や

か
に
記
載
し
て
お
く
こ
と
が

大
前
提
に
な
る
。

　

な
お
、
カ
ル
テ
そ
の
も
の

は
医
療
機
関
の
所
有
物
で
あ

り
保
管
義
務
が
課
せ
ら
れ
て

い
る
。
患
者
に
カ
ル
テ
原
本

を
交
付
す
べ
き
で
は
な
い
。

　

デ
ー
タ
入
力
は
99
％
、
歯

科
技
工
士
の
仕
事
は
97
％

…
。
約
７
０
０
の
仕
事
に
つ

い
て
、
将
来
（
今
後
10
〜
20

年
以
内
）
Ａ
Ｉ
に
取
っ
て
代

わ
ら
れ
る
確
率
を
示
し
た
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
調

査
（
２
０
１
３
年
）
は
、
Ａ

Ｉ
と
雇
用
に
関
す
る
最
も
シ

ビ
ア
な
予
測
だ
。

　

調
査
は
、
各
仕
事
の
ス
キ

ル
を
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
が
ど

の
く
ら
い
代
替
で
き
る
の
か

を
、
現
在
の
技
術
と
今
後
の

進
歩
予
測
を
基
に
推
測
し
た

も
の
。
米
国
で
は
、
全
労
働

者
の
47
％
が
仕
事
を
奪
わ
れ

る
と
い
う
。

　

例
え
ば
、
自
動
運
転
技
術

が
急
速
に
進
歩
し
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
タ
ク
シ
ー
や

バ
ス
の
運
転
手
は
89
％
が
失

職
。
事
務
職
も
軒
並
み
高
い

確
率
で
、
受
付
係
や
会
計
担

当
、
法
律
事
務
な
ど
は
90
％

以
上
が
仕
事
を
失
う
。
専
門

職
・
技
術
職
も
例
外
で
は
な

く
、
モ
ノ
や
機
械
、
デ
ー
タ

を
相
手
に
し
た
仕
事
は
７
〜

８
割
の
確
率
で
仕
事
を
奪
わ

れ
る
。

　

慶
應
大
学
理
工
学
部
の
山

口
高
平
教
授
は
「
知
識
労
働

者
の
仕
事
で
あ
っ
て
も
、
ル

ー
チ
ン
ワ
ー
ク
（
定
型
的
業

務
）
は
Ａ
Ｉ
に
置
き
換
え
ら

れ
る
」
と
分
析
す
る
。
た
だ

し
、
一
つ
の
仕
事
が
丸
ご
と

置
き
換
え
ら
れ
る
の
か
に
つ

い
て
は
懐
疑
的
。「
96
％
の

確
率
で
な
く
な
る
と
さ
れ
た

受
付
係
の
仕
事
に
し
て
も
、

（
笑
顔
な
ど
）
人
間
に
し
か

で
き
な
い
対
応
が
あ
る
。
Ａ

Ｉ
の
受
付
が
増
え
れ
ば
、
人

間
に
よ
る
受
付
係
の
価
値
が

高
ま
る
」
と
話
す
。

　

一
方
、
Ａ
Ｉ
へ
の
代
替
困

難
な
仕
事
の
要
素
に
は
、

（
１
）
創
造
性
や
創
意
工
夫

（
２
）手
先
の
器
用
さ
（
３
）

社
交
性
―
―
の
３
つ
が
あ
る

と
い
う
。
小
中
学
校
の
教
師

な
ど
人
と
向
き
合
う
仕
事
の

代
替
可
能
性
が
低
い
の
は
そ

の
た
め
だ
。 

（
つ
づ
く
）

る
。「
確
認
カ
ー
ド
」
は
２

０
１
３
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

て
お
り
、
浪
速
区
、
福
島

区
、
東
住
吉
区
、
港
区
の
４

区
で
累
計
約
５
９
０
０
枚
を

発
行
。
大
阪
市
は
、
カ
ー
ド

作
成
の
目
的
を
「
誤
支
給
・

な
り
す
ま
し
」
防
止
な
ど
と

説
明
す
る
。

な
り
す
ま
し
困
難

　

カ
ー
ド
の
発
行
が
話
題
に

な
っ
た
の
は
17
年
５
月
、
カ

ー
ド
を
交
付
さ
れ
た
浪
速
生

活
と
健
康
を
守
る
会
会
員
の

Ａ
氏
の
情
報
提
供
が
き
っ
か

け
だ
っ
た
。
Ａ
氏
は
カ
ー
ド

作
成
に
際
し
「
医
療
券
の
発

行
が
早
く
で
き
る
か
ら
」
と

説
明
を
受
け
た
と
い
う
。

　

現
在
、
保
護
費
は
銀
行
振

り
込
み
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

り
、「
誤
支
給
」「
な
り
す
ま

し
」
は
あ
り
え
な
い
。
医
療

券
は
受
給
者
の
顔
を
知
る
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
手
渡
し
、

医
療
機
関
で
も
本
人
確
認
が

行
わ
れ
る
。
結
局
、
カ
ー
ド

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
な
り

す
ま
し
は
難
し
く
、
カ
ー
ド

は
無
意
味
だ
。
Ａ
氏
は
「
確

認
カ
ー
ド
の
提
示
を
求
め
ら

れ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
」

と
述
べ
る
。
し
か
も
、
カ
ー

ド
に
は
「
こ
の
カ
ー
ド
は
保

護
の
受
給
及
び
本
人
を
証
明

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
あ
る
。

捜
査
が
目
的
か
？

　

何
の
た
め
の
カ
ー
ド
な
の

か
。「
確
認
カ
ー
ド
」
の
目

的
は
顔
写
真
を
撮
る
た
め
で

あ
り
、
警
察
Ｏ
Ｂ
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
「
不
正
受
給
調
査

専
任
チ
ー
ム
」
の
「
捜
査
」

目
的
と
推
測
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
保
護
利
用
者
を
犯
罪
者

扱
い
し
、
不
要
な
個
人
情
報

を
収
集
し
た
り
肖
像
権
を
侵

害
し
た
り
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
。

　

任
意
と
は
言
え
、
申
請
時

に
顔
写
真
の
撮
影
を
求
め
ら

れ
れ
ば
、
受
給
の
可
否
が
生

命
・
健
康
に
直
結
す
る
申
請

者
に
と
っ
て
は
事
実
上
の

「
強
制
」
だ
。
生
活
保
護
に

対
す
る
ス
テ
ィ
グ
マ
（
利
用

者
へ
の
恥
の
意
識
の
刻
印
）

を
強
め
、
申
請
者
へ
の
萎
縮

効
果
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

「
維
新
」
大
阪
市
政
は
、

こ
れ
ま
で
も
全
国
に
例
を
見

な
い
異
常
・
違
法
な
生
活
保

護
行
政
を
続
け
て
き
た
。
橋

下
前
市
長
は
就
任
直
後
、

「
不
正
受
給
調
査
専

任
チ
ー
ム
」
を
立
ち

上
げ
、
利
用
世
帯
に

対
す
る
尾
行
・
張
り

込
み
を
常
態
化
さ

せ
、「
不
正
」
摘
発

を
強
化
。
西
成
区
で

は
利
用
者
に
対
し
１

医
療
１
薬
局
に
限
定

す
る
医
療
制
限
な

ど
、
違
法
を
強
行
し

て
き
た
（
17
年
３
月

末
に
廃
止
）。
他
に

も
申
請
者
や
利
用
者

の
実
態
を
無
視
し
た
「
就
労

指
導
」
を
行
い
、
従
わ
な
け

れ
ば
申
請
の
却
下
や
受
給
停

止
を
行
っ
て
き
た
。

不
足
す
る
Ｃ
Ｗ

　

吉
村
市
長
は
８
月
31
日
の

記
者
会
見
で
「（
確
認
カ
ー

ド
を
）
全
市
展
開
し
て
も
い

い
」
と
拡
大
を
検
討
す
る
考

え
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

生
保
行
政
で
今
必
要
な
の

は
、「
確
認
カ
ー
ド
」
や
警

察
Ｏ
Ｂ
の
配
置
で
は
な
い
。

厚
生
労
働
省
の
標
準
か
ら
５

０
０
人
も
不
足
し
て
い
る
有

資
格
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を

増
員
し
、
申
請
者
や
利
用
者

に
対
す
る
き
め
細
か
な
状
況

把
握
と
支
援
体
制
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
で
あ
る
。

開示請求書見本『カルテ記載を
中心とした指導対策テキスト』
2017年版（186ページ）に掲載

求められる
料金・書式の整備
カルテ開示義務化

実
物
は
職
員
が
手
製
で
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加

工
し
た
よ
う
な
「
チ
ー
プ
」
な
代
物
だ

確認カード

電話０６―６６４７―９８７４

＊このカードは保護の受給及び

本人を証明するものではありません。

浪速区役所生活支援

写真

本見

見　　本


